
外来受診のご案内
■開扉時間　8：10
■受付時間　初診 8：30～11：00
　　　　　　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります
■休 診 日　日曜日・祝日・第3土曜
　　　　　　創立記念日（6月10日）
　　　　　　年 末 年 始（12月29日～1月3日）
■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）
■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）を必ず
ご持参ください。
■各科外来担当医はホームページをご覧ください。
　 https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp/sinryoka/index.
html　

紹介受診重点医療機関のお知らせ
当院は、2023年8月1日より紹介受診重点医療機関となりました。
紹介元医療機関と皆様の診療情報を共有するため、診療状況を記載した
文書を作成しています。その際「連携強化診療情報提供料」をいただいて
おります。あらかじめご了承ください。
＊ 詳細は、厚生労働省ホームページ『紹介受診重点医療機関について』を
ご覧ください。

※ 平日同様に外来・手術
等をしております。

平日診療体制
※ 救急のご依頼はお問い
合わせください。

休　診

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせて
いただきます。

祝　日

2024年 1月 8日（月）

土　曜

2024年 1月27日（土）

2023年度 診療体制変更（祝日・土曜）について
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東邦大学医療センター佐倉病院　病院長　吉田 友英

執行部新年のご挨拶・病院長として

2023年度第５回東邦大学医療センター佐倉病院ハイブリッド公開講座
「地域社会で認知症とともに暮らす」
メンタルヘルスクリニック　教授　桂川 修一

　11月 25日（土）東棟7階講堂にて、市民の皆さま
を対象に公開講座を開催しました。
　来場者28名、Web視聴8名で合計36名がご参加さ
れました。吉田院長先生のご挨拶に続き、ご来賓である
佐倉市 石井 健司 副市長様から市民の皆さまにご挨拶を
いただきました。プログラムは、桂川が「少子高齢化社
会と認知症の関係」、認知症看護認定看護師・飯村綾子さ
んが「高齢化社会における医療で大切なこと」、公認心理
師・尾形 剛さんが「認知症の人の、認知・情緒面の理解
について」、薬剤師・井澤 香さんが「認知症とおくすり」、
理学療法士・寺山圭一郎さんが「認知症とリハビリテー

ション（運動）、佐倉市志津南部地域包括支援センター主
任介護支援専門員・高橋一江さんが「認知症初期集中支
援チーム員の活動報告」と題して、専門家の立場から発
表されました。それぞれの発表に参加者からは活発な質
疑応答やご意見をいただきました。公開講座の後に、認
知症の周辺症状である幻覚妄想症状のVR体験にご希望
のあった10名が参加され、当事者とご家族、支援者の
皆さまに認知症の医療と福祉の最新事情をお伝えできた
ように思います。寒い日にもかかわらずご参加いただき、
ありがとうございました。

2023年度公開講座の日程
開催日 診療科 テーマ

1月13日（土） 膠原病内科 もしかしてこの痛みは関節リウマチ？
みんなで学ぶ関節リウマチ

2月10日（土） 救急科 佐倉市の救急医療の現状と未来

3月23日（土） 消化器内科 お腹の不調を理解しましょう！

2023年12月現在

★2024年度（4月以降）も開催する予定です。詳細が決まり次第お知らせいたします。

 開催時間 　13：00～15：00
 開催方法 　会場参加（7階講堂）とZOOMによるWeｂ視聴でのハイブリッド形式

VR体験の様子

　あけましておめでとうございます。皆様におかれ
ましては、穏やかな新年をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　2020年から流行が始まりました新型コロナウイ
ルス感染症は、昨年５月８日に感染症法上５類感染
症となり、感染者数の低下とともに皆様も以前の日
常を取り戻しつつあると思います。一方、インフル
エンザの感染が例年より早く広がっており、当院で
は適時対応しているところです。
　当院は昨年の８月に紹介受診重点医療機関として
認定を受けました。紹介受診重点医療機関とは、か
かりつけ医などからの紹介状を持参された患者さん
の診療に重点をおいた医療機関です。なぜ紹介状が
必要なのでしょうか？紹介状がありますと、受診し
た時点で病状が把握できるのが大きな利点です。
元々どんな持病があり、どんな検査をして、何の病
気と診断されたか、今後どのような検査をする必要
があるのかなど担当医がすぐに把握できます。患者

さんに関する多くの資料を受診される時点で得るこ
とで種々の検査や診察の重複を避けることができ、
診断までの時間を短縮でき迅速な治療開始に繋がり
ます。今後もかかりつけ医からの紹介状をご持参い
ただきますようよろしくお願いいたします。
　また、当院では一昨年から救急部の体制強化を続
け、医療機関からの救急要請のみならず、地域の
方々に安心して暮らしていただける環境を提供する
ことを心がけており、本年もさらなる充実を図って
まいります。
　新年にあたり教職員一同気持ちを新たにして、地
域のために安全で質の高い医療の提供を目指して、
真摯な姿勢で医療に取り組んで参りますので何卒よ
ろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、この新しい年が皆様にとり
まして素晴らしい１年になりますように心から祈念
いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます。

SAKURA DAYORI
さくらだ より

東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

T o h o  U n i v e r s i t y  S a k u r a  M e d i c a l  C e n t e r

基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～
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メンタルヘルスクリニック　准教授　林
はやし

果
かり ん

林
　2023年８月より東邦大学医療センター佐倉病院メンタルヘルスクリニック
准教授に就任いたしました林 果林と申します。私は1998年に東邦大学医療
センター大森病院心療内科に入局し、10年間研修し、2009年に東邦大学医
療センター佐倉病院メンタルヘルスクリニックに移籍しました。当科は心療内
科と精神科が一緒の医局で協力し合って診療に取り組んでおり、その中で精
神科の患者さんについての勉強もさせていただきながら、今は心療内科医及び
精神科医として日々診療させていただいております。病院に来られる患者さ
んはそれぞれの病気に加え、病気への不安、日々の生活への不安、将来への

不安も抱えられています。そのため、身体面と精神面と心理社会面を全体的にとらえて診療してい
く全人的医療を心掛けております。特に、肥満症患者さん（肥満症チーム医療）、妊娠出産前後の
患者さん（周産期メンタルヘルス）、ご高齢の認知機能が低下されてきている患者さん（もの忘れ
外来）、職場のストレスによって体調を崩された患者さん（復職デイケア）等のサポートに力を入
れております。また、このような全人的医療が行える診療医を育てていくために、研修医、学生に
日々指導を行っております。これからも患者さんのお役に立てる医療を行っていきたいと思ってお
ります。何卒よろしくお願い申し上げます。

昇 任

心臓血管外科　講師　田
たなか

中 千
ちは る

陽
　2022年４月に当院へ赴任し、この度講師を拝命いたしました。赴任してか
ら１年半になりますが、大動脈に対するステントグラフト内挿術や末梢血管に
対する血管内治療など、安全な低侵襲治療を地域の皆様に受けていただく機会
が多くなってまいりました。生活習慣病の増加とともに心臓病、血管病などは
増えており、外科治療が必要となる患者さんも少なくありません。もちろん外
科治療と聞くと怖い気持ちが大きくなると思いますが、ご高齢の方や体力に自
信のない方でも低侵襲手術での治療が可能となる場合が多くあります。また開
胸、開腹手術などの従来型の心臓血管外科治療についても、質の高い医療を提

供できるよう努めております。
　当院では個々の患者さんに応じて標準的な治療を選択し、できるだけわかりやすい病状説明に
よって患者さん、ご家族、医療チームで一丸となって加療できるよう心がけております。加えて心
臓血管外科は急激に命の危機に瀕している患者さんへの緊急手術も行なっており、緊急時にも最善
の医療を尽くします。
　今後も安心いただける外科治療を提供し、現在の医療で最大の治療効果が得られるよう精進して
いきます。併せて学術的にも当院の知見を発信していく所存です。引き続き皆様のご指導を賜りた
く存じますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

昇 任

　“緩和ケア”というと、患者
さんだけでなく、少なからず
医療者も、「治療がないから受
けるもの」という印象がある
と思います。2007 年にがん
対策推進基本法が発足されて
から、「がんと診断された時か
ら緩和ケア」を国が推奨する

時代となりました。つまり緩和ケアはがん治療にお
ける大事な柱のひとつなのです。
　当院では、医師4名、看護師1名、薬剤師2名、
栄養士1名、それぞれ緩和ケアの専門資格を持つ
メンバーよりなる緩和ケアチームとして、入院や外
来の緩和ケアを行っております。特に当院はがん治
療を積極的に行う大学病院であることから、治療に
つながる緩和ケアを目指して活動をしています。
　がん診断時や早期がんの方はもちろん、がん治療
の事だけでなく、生活上の不安や困っていること、
治療の副作用、社会復帰について、気持ちのつらさ、
妊娠についての相談をお受けすることもあります。
また、がん患者さん以外でも慢性的な痛みやつらさ
を持った患者さんへの緩和ケアも行っています。

　教育面ですが、緩和ケア専門医は全国で335名、
千葉県では 14名と不足しています（2023年 9
月現在）。緩和ケアを必要としている多くの患者さ
んや家族に十分な緩和ケアを提供できるよう、緩和
ケア専門医育成のための専門教育も行っています。
　様々な種類のがん治療薬が出てくる中で、多く
の「がん」が、治癒や延命ができる時代となってき
ました。我々緩和チームは、出来る限り苦痛を減ら
し、生活の質を保ちながら、がん治療が継続できる
サポートができたらと思っております。
　これからもチーム一丸となり、多くの患者さんと
家族によりよい緩和ケアが提供できるように頑張っ
ていきたいと思いますのでどうぞよろしくお願い致
します。

治療を支えるための緩和ケア
がん患者緩和ケアセンター　日本緩和医療学会緩和医療専門医　助教　平沼 彩子

住み慣れた場所で最後まで自分らしく暮らし続けるために
在宅看護専門看護師　早川 未来

　専門看護師には、複雑で解
決困難な問題を持つ患者さ
ん・ご家族及び集団に対し
て、水準の高い看護ケアを提
供し、病院施設全体や地域の
看護の質向上を図ることが求
められています。高齢化・疾
病構造の変化等の社会変化に

対応するために、地域包括ケアシステム構築という
国の政策を受け、病院でも様々な取り組みをしてい
ます。具体的には、入院前から普段の生活と入院生
活で生じる差を出来るだけ少なくし、治療後は住み
慣れた場所での生活を再開することができるようサ
ポートする、入退院支援が行われています。
　私は2021年度に在宅看護専門看護師の認定を
受け、現在は入退院支援の業務に従事しています。

入院中・外来通院中の療養生活に課題を抱えている
患者さん・ご家族に対して、現在の病状や治療内容
から今後の経過を見据えた治療・ケアの方向性を確
認し、必要に応じて調整をしています。また、病気
や障害とともに暮らす地域の皆さんが、自身の生活
の質を維持し、尊厳を持って、住み慣れた場所で
その人らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよ
う、訪問看護師やケアマネジャー等の地域関係職種
の方と連携して、療養方法・療養場所の相談・調整
を行っています。
　「病気や障害を抱えながらもこんな風に過ごした
い」を叶えられるよう、患者さん・ご家族と一緒
に、また地域で支援に携わる皆さんと一緒に、考え
支えたいと思っています。入院中の場合は入退院支
援部門、外来通院中は総合相談窓口にお気軽にご相
談・お声がけください。

昇 任 の ご 紹 介
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